
第四回キャビネット会議議事録
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日時：2026 年 4月 11日（土）
場所：アクア・ベールくしろ
　　　釧路市栄町 8丁目 3番地
TEL : 0154-25-7020



 

 

◆釧路キャビネットピンバッチ ◆ コンセプト

 

2025-2026 ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｂ地区 

釧路キャビネット 

  

国際会長    Ｌ. Ａ.Ｐ.シン    
          Arvinder Pal Shin        
 
国際テーマ 

【Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ （われわれは奉仕する）】 
国際会長メッセージ 

【Lead to Serve, Serve to Lead.】 
（リーダーシップこそ奉仕、 

奉仕こそリーダーシップ。） 
 
 

地区ガバナー  Ｌ. 大島 尚久      
 
地区ガバナースローガン 

 

【 豊かな地域づくりに獅子奮迅 】 

 

 

 

 

釧路川に架かるぬさまい橋から、港を臨むと世界三大

夕日が見るものを圧倒し、目を移すと漁船が満を持し

て出港しようとしています。大漁でありますように！ 

さあ釧路キャビネットも 舫
もやい

を解いていよいよ出航で

す。 

 



ライオンズクラブ国際協会331-B地区 

釧路キャビネット ガバナー基本方針 

地区ガバナー L . 大 島 尚 久 

2025-2026年度 地区スローガン 

『 豊かな地域づくりに獅子奮迅 』 

【 基 本 方 針 】 

・新しい事業を開拓

地域が豊かになるための奉仕事業

・環境保全に関わる事業の推進

植樹の推進

海に面した地域では海洋プラスチックごみに関する研修会の開催 

地区で一斉ごみ拾い日を決めて実施 

・Ｍ１.５実現への取り組み

新クラブを二つ結成

新入会員を増強して純増を達成し会員減少に歯止めをかける 

メンターの育成 

新会員の入会促進への仕掛けづくり【ＡＳＫ２の実践】 

新しい会員の発想を取り入れる仕掛けづくり 

・ＬＣＩＦに対する取り組み

チャリティーゴルフ、ボウリング、ＬＣＩＦスタンドの開設

広く浅く多くのライオンにＬＣＩＦの意義を知ってもらい寄付を募る 
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・オセアルフォーラムの成功 

参加したくなる、参加しやすい仕掛けづくり 

 

・小児がんの子供たちへの支援【ＨＤ1000活動】 

目標ヘアードネーション 1000件 

 

・献血促進活動の取り組み  

  献血250万mlキャンペーン 

 

・青少年育成に対する取り組み 

レオクラブへの支援、ＹＣＥへの支援 

 

・充実した例会の開催【４Ｔ活動】 

楽しい！ためになる！頼りになる先輩を見つける！助け合える仲間を 

見つける！ 

 

・ライオンズ活動を通して仲間を作ろう【ＧＧＶ作戦】 

合同例会！ 合同事業！ 例会訪問の推進 

 

・ライオンズクラブのすばらしさを発信【ＩＰＴ活動】 

いつもピンをつける！ 

ＳＮＳの利用 
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役　　　　　職 出欠 役　　　　　職 出欠 役　　　　職 出欠

1 地 区 ガ バ ナ ー L. 大島　尚久
おおしま なおひさ 〇 1 地区名誉顧問 L. 藤原

ふじわら

　回向
え こ う ○ 39 長期計画リサーチ委員 L. 二宮

にのみや

　雄一
ゆういち ○

2 地区名誉顧問 L. 阿部
あ べ

　 昭
あきら ○ 40 長期計画リサーチ委員 L. 佐藤

さ と う

　健治
け ん じ ○

3 地区名誉顧問 L. 香川
か が わ

　俊雄
と し お × 41 長期計画リサーチ委員 L. 石邑

いしむら

　義幸
よしゆき ×

4 地区名誉顧問 L. 奥山
おくやま

　壽
とし

雄
お × 42 地区会計監査委員 L. 淋代

さびしろ

　靖人
やすひと ○

5 地区名誉顧問 L. 山田
や ま だ

　正昭
まさあき × 43 地区会計監査委員 L. 小野

お の

　哲也
て つ や ○

6 地区名誉顧問 L. 佐藤
さ と う

　信雄
の ぶ お ○ 44 運営委員長（副幹事） L. 大森

おおもり

　一道
かずみち ○

7 地区名誉顧問 L. 井ノ浦
い の う ら

義明
よしあき ○ 45 運営副委員長（副幹事） L. 綿貫

わたぬき

　裕介
ゆうすけ ×

5
地区名誉顧問会議長
長期計画リサーチ委員

L. 中谷
なかや

　宣巨
よしお ○ 8

地区ＧＭＴ
副コーディネーター

L. 太田
お お た

　好啓
よしひろ × 46 運営委員（副幹事） L. 井田

い だ

　正昭
まさあき ○

6
キャビネット幹事（全般）
長期計画リサーチ委員

L. 木村
き む ら

　宏幸
ひろゆき ○ 9

地区ＧＥＴ
副コーディネーター

L. 石田
い し だ

十羽完
そ う が ん ○ 47 運営委員（副幹事） L. 相原

あいはら

　幸雄
ゆ き お ×

7 キャビネット会計（広報） L. 大津
お お つ

　幸三
こうぞう ○ 10

地区ＧＬＴ
副コーディネーター

L. 梅田
う め だ

　三樹
み き ○ 48 運営委員（副幹事） L. 浅野

あ さ の

　一弘
かずひろ ×

8
地区ＧＭＴ
コーディネーター

L. 矢吹
や ぶ き

　定夫
さ だ お ○ 11

地区ＧＳＴ
副コーディネーター

L. 川人
かわひと

　正和
まさかず ○ 49 運営委員（副幹事） L. 浅野目

あ さ の め

　充
みつる ○

9
地区ＧＥＴ
コーディネーター

L. 村山
むらやま

　 聡
あきら ○ 12

地区ＷＹＰＴ
副コーディネーター

L. 熊谷
くまがい

　一行
かずゆき ○ 50 運営委員（副幹事） L. 熊谷

くまがい

　明男
あ き お ×

13 地区大会事務局長 L. 古谷
ふ る や

　龍彦
たつひこ × 51 運営委員（副幹事） L. 小原

お ば ら

　修幸
のぶゆき ○

14 地区大会事務局次長 L. 青木
あ お き

　秀史
ひでふみ ○ 52

運営委員
（副会計）

L. 秋元　邦宏
あきもと くにひろ ○

11
地区ＧＳＴ
コーディネーター

L. 櫻井
さくらい

　正人
ま さ と ○ 15 地区大会事務局次長 L. 阿部

あ べ

　将和
まさかず × 53

運営委員
（副会計）

L. 髙橋　清美
たかはし きよみ ○

12
地区ＬＣＩＦ
コーディネーター

L. 坂本
さかもと

 　斉
ひとし ○ 16

会則・ コンプライアンス
　　　　　　　　 副委員長

L. 西池
にしいけ

　聡
さとし ×

13
地区ＷＹＰＴ
コーディネーター

L. 木下
きのした

　裕幸
ひろゆき ○ 17

国際大会･国際協調・
　　　　　　ＬＣＩＦ 副委員長

L. 佐々木
さ さ き

良吉
りょうきち ○ 地区役員53名うち欠席16名

14
第1R第1Z
 ゾーン・チェアパーソン

L. 渡部　候司
わ た べ こ う じ ○ 18

献血・献眼・薬物防止
　　　　　　　　副委員長

L. 宮北
みやきた

　晃悦
こうえつ ○

15
第1R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 長谷川
は せ が わ

松美
ま つ み ○ 19 レオ・青少年副委員長 L. 清野

せ い の

　芳
よし

明
あき ×

16
第2R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 佐藤
さ と う

　利博
としひろ ○ 20

ＹＣＥ副委員長
アラート副委員長

L. 佐藤
さ と う

　豪一
ひでかず ○ 合計86名　欠席19名

17
第2R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 田中
た な か

　香織
か お り ○ 21 Ｍ・ＩＴ副委員長 L. 舟山

ふなやま

　和宏
かずひろ ×

18
第3R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 大熊
おおくま

　秀之
ひでゆき ○ 22 Ｍ・ＩＴ副委員長 L. 馬場

ば ば

　英樹
ひ で き ○

第3R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 23
オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 島
しま

　孝治
こ う じ ○ オブザーバー

19
第4R第1Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 橋本
はしもと

　修司
しゅうじ ○ 24

オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 佐藤
さ と う

　邦彦
くにひこ ○ 留萌みなとライオンズクラブ L. 宮下泰裕

みやしたやすひろ ○

20
第4R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 佐々木
さ さ き

隆博
たかひろ ○ 25

オセアルフォーラム
　　　　　　　特別副委員長

L. 寺中
てらなか

　賢武
まさたけ ○ 富良野次期キャビネット事務局 有本

ありもと

好江
よ し え ○

21
第4R第3Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 岡谷
お か や

　繁勝
しげかつ × 26

平和ポスターコンテスト
　　　　　　　　　　副委員長

L. 松並
まつなみ

　正幸
まさゆき ○ 富良野次期キャビネット事務局 太田

お お た

琴美
こ と み ○

27 第１R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 松崎
まつざき

　正幸
まさゆき ○

28 第２R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 北橋
きたはし

　完
ひろし × その他会議出席者

23
第5R第2Z
ゾーン・チェアパーソン

L. 伊藤
い と う

　光隆
みつたか ○ 29 第３R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 加藤

か と う

　礼市
れいいち ○ 事務局長 L. 武田

た け だ

　真
ただ

使
し ○

24 地区大会委員長 L. 髙瀬
た か せ

　力
つとむ ○ 30 第４R　地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員　L. 東原

ひがしはら

　義幸
よしゆき ○ 事務局員 佐藤

さ と う

祐雅子
ゆ か こ ○

25
会則 ・コンプライアンス
　　　　　　　　　　委員長

L. 髙橋
たかはし

　哲也
て つ や ○ 31

第２Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 早川
はやかわ

　直久
なおひさ × 事務局員 若月

わかつき

　聖美
き よ み ○

26
国際大会･国際協調・
　　　　　　　ＬＣＩＦ委員長

L. 石田
い し だ

健太郎
けんたろう ○ 32

第３Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松本
まつもと

　光伸
みつのぶ ○

27
献血・献眼・薬物防止
　　　　　　　　　委員長

L. 齋藤
さいとう

　修嗣
しゅうじ ○ 33

第３Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 中原
なかはら

　弘之
ひろゆき ○ キャビネット会議出席人数　73名

28 レオ・青少年委員長 L. 藤井
ふ じ い

　芳
よし

和
かず ○ 34

第４Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松田
ま つ だ

　肇
はじめ ○

29 ＹＣＥ委員長 L. 小野寺
お の で ら

一史
か ず し ○ 35

第４Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 宮島
みやじま

　貢
みつぐ ○

30 Ｍ・ＩＴ委員長 L. 楳田
う め だ

　欣也
き ん や × 36

第４Ｒ・第３Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 松本
まつもと

　孝幸
たかゆき ○

31
オセアルフォーラム
　　　　　　　特別委員長

L. 杉本
すぎもと

　隆英
たかひで ○ 37

第５Ｒ・第１Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 為広
ためひろ

　裕司
ひ ろ し ○

32
平和ポスターコンテスト
　　　　　　　　　　　 委員長

L. 吉岡
よしおか

　幸二
こ う じ ○ 38

第５Ｒ・第２Ｚゾーン委員
　　　　　　　（兼LCIF委員）

L. 飯田
い い だ

　守
まもる ○

33 アラート委員長 L. 浅野
あ さ の

　敬一
けいいち ○

33名のうち、欠席3名

22

第5R第1Z
ゾーン・チェアパーソン
第５R
地区ＭＩＴ・ＹＣＥ委員

L. 関東　正浩
かんとう まさひろ 〇

4
前地区ガバナー
地区名誉顧問
長期計画リサーチ委員長

L. 伊東
い と う

　隆志
た か し ×

10

地区ＧＬＴコーディネーター
長期計画リサーチ委員
公益財団法人日本ライオンズ
　　　　特別委員会副委員長

L. 小路
しょうじ

　泰孝
やすたか ○

2
第 一 副 地 区 ガ バ ナ ー
地区ＬＣＩＦ 副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
長期計画リサーチ副委員長

L. 広瀬　寛人
ひ ろ せ ひ ろ と 〇

3

第 二 副 地 区 ガ バ ナ ー
長期計画リサーチ副委員長
公益財団法人日本ライオンズ
　　　　　　特別委員会委員長

L. 柳澤
やなぎさわ

　豊
ゆたか 〇

第四回キャビネット会議出席者名簿

発言権及び議決権のあるキャビネット構成員 その他　キャビネット地区役員

氏　　　　　　　名 氏　　　　　　　名 氏　　　　　　　名
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L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

1 開会宣言並びに開会ゴング L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

2 出席者の紹介 L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

3 物故会員への黙祷 L. 大 森
お お も り

一 道
か ず み ち

4 地区ガバナー挨拶 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

5 副地区ガバナー挨拶 L. 広 瀬
ひ ろ せ

寛 人
ひ ろ と

L. 柳 澤
や な ぎ さ わ

豊
ゆたか

6 キャビネット報告

報告第 1号 ：複合地区各種会議 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

報告第 2号 ：会員並びにクラブ活動状況報告集計表　　　 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

報告第 3号 ：331-B地区　ＬＣＩＦ交付金　使用状況報告 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

7 審議事項

議長就任 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

議案第１号 ：地区ガバナーの選出について ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

議案第２号 ：第73回地区年次大会開催地並びにホストクラブ ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

議案第３号 ：第一副地区ガバナーの選出について ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

議案第４号 ：第二副地区ガバナーの選出について ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

提出議案 ：地区内クラブより提出議案（質問） ＣＡＢ幹事 L. 木 村
き む ら

宏 幸
ひ ろ ゆ き

8 地区ＧＭＴコーディネーター報告 L. 矢 吹
や ぶ き

定 夫
さ だ お

9 地区ＧＥＴコーディネーター報告 L. 村
む ら

山
や ま

聡
あきら

10 地区ＧＬＴコーディネーター報告 L. 小 路
し ょ う じ

泰 孝
や す た か

11 地区ＧＳＴコーディネーター報告 L. 櫻 井
さ く ら い

正 人
ま さ と

12 地区ＬＣＩＦコーディネーター報告 L. 坂 本
さ か も と

斉
ひとし

13 地区ＷＹＰＴコーディネーター報告 L. 木 下 裕 幸
き の し た ひ ろ ゆ き

14 各委員会報告

長期計画リサーチ委員会 委員長 L. 伊 東
い と う

隆 志
た か し

地区大会委員会 委員長 L. 髙 瀬
た か せ

力
つとむ

委員長 L. 髙 橋
た か は し

哲 也
て つ や

国際大会・国際協調・LCIF委員会 委員長 L. 石 田 健 太 郎
い し だ け ん た ろ う

献血・献眼・薬物防止委員会 委員長 L. 齋 藤
さ い と う

修 嗣
し ゅ う じ

委員長 L. 藤 井
ふ じ い

芳 和
よ し か ず

ＹＣＥ委員会 委員長 L. 小 野 寺 一 史
お の で ら か ず し

Ｍ・ＩＴ委員会 委員長 L. 楳 田
う め だ

欣 也
き ん や

オセアルフォーラム特別委員会 委員長 L. 杉 本
す ぎ も と

隆 英
た か ひ で
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第四回キャビネット会議次第
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運営委員長
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　　地区ガバナー　

司会；運営委員長

第一副地区ガバナー

ＣＡＢ幹事

第二副地区ガバナー

ＣＡＢ幹事

ＣＡＢ幹事



2025年度 ライオンズクラブ国際協会 331-B地区 

第四回キャビネット会議議事録 

• 日  時： 2026年 4月 11日 15:30～17：30

• 会  場： アクア・ベールくしろ

• 司  会： キャビネット運営委員長 Ｌ大森 一道

• 出席者数： キャビネット構成員 33名のうち、出席者 30名

地区委員 53名のうち、出席者数 37名 合計 67名 

1. 開会宣言並びに開会ゴング 地区ガバナー  Ｌ大島 尚久 

2. 出席者の紹介  運営委員長  Ｌ大森 一道 

3. 物故会員への黙とう     運営委員長  Ｌ大森 一道 

4.   地区ガバナー挨拶                 地区ガバナー Ｌ大島 尚久 

第４回キャビネット会議にご出席いただきまして誠にありがとうございます。つい先

日第１回を開催したばかりのような感覚というのが正直な感想でございます。 

キャビネットとしての様々な事業や、クラブへのサポートなどを進めるうえで至らな

い点もあったと存じますが、皆さんのご尽力で、ほぼ順調に経過していますことをこ

の場をお借りして感謝申し上げます。 

前回のキャビネット会議はズーム会議ということで、聞きたいことが聞きづらく、言

いたいことも言いにくく消化不良だったのではと拝察いたします。 

今回は、そのような消化不良にならないよう十分に聞き、十分に発言していただ

き、クラブ会員の皆さんにキャビネットの動きを伝える諮問委員会を、開いていただき

ますようにお願いいたします。 

第４回の諮問委員会は、議題があまり無いといわれますが次期への引継ぎ、今期

の反省、目立った活動のあったクラブへの表彰、懇親など、キャビネット会議の報告

以外の企画を盛り込んでいただければ幸いです。また、副地区ガバナーがおります

リジョンは招待して、今後のキャビネットの進め方などの抱負を聞く場としても良いの

ではと思います。 
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さて、今期の大きな行事は年次大会のみとなってしまいました。Ｌ髙瀬大会委員

長が中心となって、鋭意準備しておりますので期待していただければと思います。１

年の締めくくりの場として私も、キャビネットとしての活動についてしっかり報告したい

と思いますのでその点もご期待ください。ガバナーとしてまだ残り２か月以上ある時

期にお話しするのは早いかもしれませんが、９か月間、実にいろいろな経験をさせて

いただき感謝に堪えません。  

自分なりに『獅子奮迅』精一杯頑張りましたが、至らぬ点があったにもかかわらず、

温かく見守っていただいた名誉顧問の皆様、ご指導下さいました諸先輩の皆様、賛

同や励ましの声をかけてくださいました、全てのライオンズ会員の皆様、誠にありがと

うございました。 

今回、ガバナーという役職をさせていただき、ますます世界的組織であるライオン

ズクラブの素晴らしさを実感しましたので、任期が終わってからも、この気持ちを多く

の方に伝えていきたいと思います。 

全ての事業についてコメントしたいところですが、時間の都合上割愛させていただ

くことをお許しください。 

結びとなりますが今回のキャビネットに関わった全ての皆様、今回の経験を無駄

にせず、今後のライオンズクラブの活動に活かしていただきますようお願いいたしま

して、第４回キャビネット会議のご挨拶といたします。ありがとうございました。 

5-1.  副地区ガバナー挨拶           第一副地区ガバナー Ｌ広瀬 寛人

皆様、こんにちは。昨年３月に釧路で開催されましたコーディネーターと ZC の研

修会を皮切りに、実質スタートしてから遂に第４回のキャビネット会議開催ということ

で、最終コーナーを回り年次大会まで直線ダッシュのフェーズとなりました。 

Ｌ大島ガバナーの力強いリーダーシップで、LCIF の目標も達成されたようで、地

区内の全てのメンバーに感謝申し上げたいと思います。 

釧路キャビネットの有終の美を飾るには M1.5 つまりは会員拡大、各クラブの会員

が純増で新たな７月１日を迎えることに他なりません。 

何処のクラブでも、年次の変わり目に退会者が出ることは経験済みと思います。 

もう一度クラブメンバーの動静に目を凝らして、温かなメンバーシップで退会者を

抑止することと、新たな息吹をもたらす新入会員の発掘に取り組んで頂きたいと思い

ます。 
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私自身は次年度の富良野キャビネットの立ち上げ作業で四苦八苦しておりますが、

本年度の会員を減らすことなく次年度をスタート出来る事は、正に釧路キャビネット

の成功が、富良野キャビネットの善きスタートになることと理解をしております。 

３３１-B地区の友愛が更に深まることを願い、第一副地区ガバナーとして最後のご

挨拶とします。さて、ここからは次期富良野キャビネットについて、何点かお伝えした

いことがあります。まず、5 月 30 日三役スクール、事務局員研修に加えてキャビネッ

ト事前会議を行いたいと思います。次期キャビネットの組織では、副コーディネータ

ー職を廃止し、役職の兼任をしてもらい、組織のスリム化を図りたいと思います。決し

て不要職では無いことをお伝えしておきます。縮小は大変ではありますが 331-B 地

区会員の皆さまに、富良野キャビネットが、出来る限りの事をして範を示したいとの思

いでございます。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

5-2.  副地区ガバナー挨拶             第二副地区ガバナー Ｌ柳澤 豊 

早いもので、第 4回キャビネット会議となり、今期も残すところあと 3か月ほどとなり

ました。 

これまで大島ガバナーを始め釧路キャビネット役員の皆様、大変ご苦労様でした。 

また、ガバナーチームの第二副地区ガバナーとして、大変お世話になりました。 

今後は第 72 回地区年次大会（釧路大会）において、次期第一副地区ガバナーと

しての立候補をいたしますので、キャビネット役員の皆様、そして、各クラブの皆さん

今後共よろしくお願い申し上げます。 

また、次期もＬ広瀬第一副地区ガバナーを筆頭に、新たな年度に向けての準備と

なる研修が今後ありますが、初心を忘れずに、ライオンニズムに邁進する所存でござ

います。 

各６６クラブの皆様においても、次期のそれぞれのクラブ運営と奉仕活動に従事し

ていただき、それぞれの地域でのWe・Serveを今後共よろしくお願い申し上げます。 

 
 

6.  キャビネット報告  

      キャビネット幹事  Ｌ木村 宏幸 

報告第 1号 ：複合地区各種会議  

報告第 2号 ：会員並びにクラブ活動状況報告集計表他  

報告第 3号 ：ＬＣＩＦクラブシェアリング交付金 使用状況中間報告  

    

【 報告第 1～3号 質問なし 】  
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7.  審議事項 

議長就任                    地区ガバナー  Ｌ大島 尚久 

議長は定刻になり出席状況を確かめ、定足数をみたしており本会議は成立した

旨を述べ開会を宣言した。（キャビネット構成員 33名出席 30名） 

 

議事録作成人及び署名人の指名 

議長は、議事録作成人に運営委員長Ｌ大森一道を指名し、議事録署名人に 

キャビネット幹事Ｌ木村宏幸、キャビネット会計Ｌ大津幸三を指名した。 

 

・議案第１号 ：地区ガバナーの選出について 

ＣＡＢ幹事 L.木村 宏幸 

・議案第２号 ：第７３回地区年次大会開催地並びにホストクラブ     

 ＣＡＢ幹事 L.木村 宏幸 

・議案第３号 ：第一副地区ガバナーの選出について 

ＣＡＢ幹事 L.木村 宏幸 

・議案第４号 ：第二副地区ガバナーの選出について 

ＣＡＢ幹事 L.木村 宏幸 

【議案第 1～4号 質問なし】 

【議案第 1～4号 原案通り可決、承認】 

 

 

・提出議案 ：地区内クラブより提出議案 

 

 【質問】 第３ Ｒ第２ Ｚ 帯広平原ライオンズクラブ 

        〔ヘアードネーションについて〕 

 

1.ヘアードネーションをして集めた髪が、その先、どのような流れになっているのか？ 

 

2. ウィッグを作成する際も費用が発生しているかと思うが、その費用は誰が負担

しているのか？ 

 

3.ウィッグを使用している方に費用が発生しているのか？ 
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 【回答】キャビネット幹事 L.木村 宏幸 

 

〔帯広平原ライオンズクラブの質問についての回答 キャビネット幹事Ｌ木村 宏幸〕 

1. ヘアードネーションへの質問ですが、まず美容室からヘアードネーションとドナー

情報シートを回収してください。用紙はクラブ保管、ヘアーはＮＰＯ法人 ＨＥＲＯ 

へ ジップロックにいれて送付用紙（小）を添えてクラブから発送。  ＨＥＲＯでは、

レシピエント（ウィッグ希望者）の頭の型を取り海外の工場へ…31 ㎝の髪の毛を二

つ折りにして植毛します。30 人分でやっと 1 つのウィッグが出来上がります（およ

そ 8 万円の経費）その後、賛同美容室でレシピエントと最終調整とカットを行いま

す。 

 

2.作成にかかる 8 万円の経費は、ＨＥＲＯさんのＨＰでの寄付金や企業コラボ等でま

かなわれています。（詳しくはホームページをご覧ください。トピックスには 331-B

地区からの寄付状況が掲載されています） 

 

3.ＨＥＲＯさんでは全て無償で提供しています。（現在 200 人あまりがウィッグを待っ

ています。 大半が女の子でボブヘアのウィッグを希望していますので 40 ㎝～50

㎝の長いヘアードネーションが望まれています。） 

（医療用の人毛ウィッグの販売価格はおよそ 30万円と高額です） 

※送り終えたらキャビネットへ報告用紙を提出してください。希望されるドナーに感

謝状、ゴールドリボンピンをクラブへ発送いたします。美容室もしくはドナーにお渡し

ください。 

※ＮＰＯ法人ＨＥＲＯさんのＨＰのＱＲコードを付けましたので、詳しくはＨＰを見てく

ださい。 

 

 

【その他】   

質問及び意見なし 
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8. 地区ＧＭＴコーディネーター報告   Ｌ矢吹 定夫 

ライオンズクラブ国際協会Ａ.Ｐ.シン会長は、２０２７年７月までに世界の会員数

１５０万人を目標とする「ミッション１.５」を推進しています。 

２０２６年 3月 31日発表のミッション１.５ターゲット実績によれば現在、全国の会員

数は、92,061人、331複合地区は、5,554人、331-B地区は、1,840人であります。 

今年度、当初の２０２５年６月３０日の全国の会員数は、89,704 人、331 複合地区

は、5,485 人、331-B 地区は、1,816 人です。純増では、全国 2,357 人、331 複合地

区 69 人、331-B 地区 24 人です。例年の年度末の退会状況を鑑みますと大変厳し

い状況となっております。 

昨年は、各ライオンズクラブに「会員拡大」を目的として「ＳＷＯＴ分析」「会員動向

集計表」「行動計画」等の作成をお願いし実行して頂きました。 

特に「行動計画」の作成は、全会員に依頼し現在も進行中であり、各ゾーン・チェ

アパーソンに取りまとめをお願いしているところであります。

「会員拡大」は、クラブ会員が暮らしている地域の社会奉仕活動を目的とした仲間

を増やし、生涯の友人を作り、個人としての成長や仕事に活かせる経験をする為に

も必要不可欠です。 

より良い地域のニーズに合ったアクティビティ（奉仕活動）を考案し実行する為に

は、若い力が必要です。まずは、自分の所属するクラブの「会員拡大（純増１名）」を

お願い致します。 

9. 地区ＧＥＴコーディネーター報告 Ｌ村山  聡 

本年度、大島ガバナーの目標である「新クラブ 2つの結成」と「会員純増 20名」を

掲げ、年度初めから活動を開始しており、各ゾーン・チェアパーソン及びゾーン委員、

そしてクラブ役員の皆様には、GMA 推進に向けた取り組みを進めていただいており

ます。残り 3 か月を切った現在、最後まで目標達成に向けてご協力をお願いいたし

ます。現状、新クラブ結成に向けて取り組みを進めております。比較的会員数の多

い支部クラブの格上げや、広域での WEB クラブの結成を目指して活動してきました

が、現時点では結成には至っておらず、改めて新クラブ結成の難しさを実感しており

ます。 

そのような中、名寄 LCにおいて支部クラブ結成に向けた準備を進めており、支部

クラブとしては異例の形態ではありますが、名寄 5名、下川 2名、中川 1名の計 8名
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で広域に点在するメンバーを対象に、WEB 例会を中心とした支部を結成し、５月に

登録をする予定です。 名前を「名寄ＷＥＢリンク支部」とし、三役も決定しました。将

来的には、この支部クラブを核として会員を増やし、単独の WEB クラブに発展させ

たいと考えております。年度末に向け、各クラブ役員の皆様にはメンバーの退会防

止に努めていただき、また ZC の皆様には解散クラブが発生しないよう、情報を早め

に把握していただき、キャビネットとして適切に対応してまいりたいと思います。 

なお、ミッション 1.5 の取り組みは来年度が最終年度となりますが、今年度の活動

を無駄にすることなく、来年度にしっかり引き継いでまいります。 

10. 地区ＧＬＴコーディネーター報告 Ｌ小路 泰孝 

第４回キャビネット会議での地区ＧＬＴコーディネーター報告を致します。 

まず、３月７日土曜日にＺＯＯＭでの開催を行いました「ＧＬＴセミナー」には、１００

名以上の各クラブ会員の皆様にご参加を賜り、厚く御礼申し上げます。 

セミナーには元国際理事・ＧＡＴアドバイザーＬ．濱野 雅司氏による「クラブ活性

化のための指導力育成について」をテーマとし、とても勉強になる貴重なお話を聴か

せて頂きました。また、参加して頂きました方々より、「とても有意義な時間であった」、

「機会があれば、また講話を聴きたい」との声も頂き、動画の配信もいたしました。ご

助力を頂いた、大島ガバナーをはじめとする釧路キャビネットの皆様には心より感謝

申し上げます。今回が最後のキャビネット会議となり、１年間があっという間に過ぎて

しまい、地区ＧＬＴコーディネーターの大役を拝命し、自分の力不足を痛感しており

ますが、この１年、釧路キャビネットで経験をさせて頂いた事を今後のライオンズ活動

に大いに活かして行く所存であります。 

多くの方々に出会い、沢山の学びの機会を頂き、皆様に感謝の気持ちで一杯で

す。この１年間、本当にありがとうございました。 
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11. 地区ＧＳＴコーディネーター報告   Ｌ櫻井 正人 

早いもので釧路キャビネットも残す所三か月を切りました。大島ガバナーの下でキ

ャビネット構成員の一人として参加してまいりましたが、最後まで全力を尽くしていき

たいと思っております。 

まずは献血２５０万mlの目標に対しての報告ですが 3月末現在で 2,168,229mlで

ございます。もう一息の所まできておりますので、目標達成に向かって最後の協力お

願い致します。また、４月に入り気温も少し上がってきております。昨年から皆様にご

協力を頂いております海岸や公園等の合同清掃アクティビティも、引き続きできる範

囲で構いませんのでこちらの方もよろしくお願いします。交付金事業であります海洋

プラスチックゴミ問題の、授業内容の DVDも製作が終わり地区内の小学校 384校に

お配りしました。また、全クラブの配布をＺＣに諮問委員会でお願いいたしました。中

古眼鏡リサイクル事業におかれましても、今回のキャビネット会議にて受付を終了い

たします。集まった眼鏡は４月１１日現在で約 2,330 個です。改めてご協力ありがとう

ございました。 

最後に力不足で大島ガバナーが思う期待に十分に応えることができませんでした

が、なんとかゾーン・チェアパーソンの皆様、そして各委員会の委員長、副委員長の

皆様、そしてキャビネット役員の皆様のお力添えを頂くことで、少しは協力できたか

なと思っております。引き続き残りの期間よろしくお願いいたします。 

12. 地区ＬＣＩＦコーディネーター報告 Ｌ坂本 斉 

お疲れ様です。今期も残すところあと数か月となりました。大島ガバナーの今期の

目標を少しでもお手伝いしたく、LCIF 寄付金 15 万ドル、会員一人 100 ドル寄付、

「100 ドルで何ができるか」の啓発、地区シェアリング交付金およびその活用、0 クラ

ブのヒアリング、新しい試みである LCIFスタンドの設置など、LCIFに関わる啓発・周

知活動に従事してまいりました。 

これらの活動においては、各クラブのレベルアップを願い、「やらされ感」のない信

頼関係を会員の皆様と少しでも築けるよう努めてまいりました。今後も持続性のある、

芯の通ったライオンズ精神に沿いながら、残りの期間を完全燃焼したいと考えており

ます。今期の LCIFの状況は、3月末日現在サバンナで 174,388 ドル、0 クラブ 13 と

なっております。今後の課題として、寄付金のリジョン・ゾーンの偏りについて、皆様

と共に考えてまいりたいと思います。強制ではなく容易ではありませんが、LCIF への
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理解を深めていただき、会員お一人おひとりから 100ドルのご寄付をいただければ、

ガバナーやキャビネット事務局、各リジョンの負担軽減、そして 331-B 地区の維持・

発展につながります。MD331チャリティボウリング決勝大会は 4月 4日に終了してい

ますが、今後の活動といたしましては、シェアリング交付金の申請受付、クラブチャリ

ティボウリング大会、5月 23日年次大会 LCIF スタンドがございます。

結びに、今期ライオンズクラブ活動に関わられたすべての会員の皆様、ならびに

ご尽力・ご支援を賜りました大島ガバナー、第一副地区ガバナーL 広瀬、第二副地

区ガバナーL 柳澤、キャビネット役員、ZC・Z 委員の皆様に心より感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。 

13. 地区ＷＹＰＴコーディネーター コーディネーターＬ木下 裕幸

皆様こんにちは。日頃ライオンズ活動に邁進されていることと思います。 

 HD1000キャンペーンも各クラブでの活動のおかげで徐々にではあります

が、成果が見えております。4月 10日現在 211件となっております。 

先日には、キャビネットよりヘアードネーション啓発ポスターを 10枚お配

りいたしました。各地の幼稚園をはじめ小学校、中学校、高校など色々な場

所にも掲示されていると思います。足りない場合のためにデータもお配りし

たところです。これからこの活動がさらに広がり、一人でも多くの子供たち

に笑顔を届けられるよう活動の輪を広げていきたいと思います。 

また、女性会員の入会促進ですが、331-Ｂ地区で７月から３月までの入会

者が２４名となっており、大変多くの女性会員が入会されました。このこと

につきましては各ＺＣの皆様や各クラブの皆様の努力の結果であり感謝いた

します。また、女性会員を１名でも増員したクラブにはアワードが贈られる

ことになっておりますので、宜しくお願い致します。釧路キャビネットでの

活動も残りわずかになりましたが、これからも一層広がるように最後までご

協力お願いいたします。 
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14. 各委員会報告

◆長期計画リサーチ委員会 副委員長 Ｌ広瀬 寛人 

Ｌ伊東委員長、欠席のため代理で発表させていただきます。さて、大島ガバナー

よりお受けしました次の諮問事項３点につきまして、答申書を提出していきたいと考

えております。 

1. 副ゾーン・チェアパーソン制について、否定的な意見が多いので採用はしな

いが、ＺＣの役割は地区運営にとって非常に重要であるため、ライオンポータル（学

習センター）でのＺＣの事前学習を受ける仕組みを考えていきたいと思います。 

2. キャビネット事務局 事務員の固定化について、その年度のガバナーの方針

にて決定、明文化はしない。 

3. ガバナー候補の発掘（特に 3 リジョン）、３Ｒに動きがあるので動向を見守る。

この３点について、大島ガバナーに答申書をまとめるのと同時に、ガバナーローテ

ーションについてもまとめてまいりますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

◆地区大会委員長   委員長 Ｌ髙瀬 力 

第７２回地区年次大会 本登録を 2 月 27 日に締め切りました。式典登録数 805

名、参加実数 733 名、晩餐会登録数 629 名、参加実数 641 名ゴルフコンペ 131 名

でした。また、大会記念バッジも合わせて、購入のお願いをいたしましたが 595 個と

なりました。当日販売は約 30個となります。例年通り、抽選番号を付けて抽選を行い

ますので、たくさんの購入をお願い致します。 

最後にホストクラブ・各部会で大会に向けて万全を期すよう準備を進めております

ので、多数のＬ・ＬＬのご登録をお願い申し上げます。 

◆会則・コンプライアンス委員会   委員長 Ｌ髙橋 哲也 

３３１複合地区コンプライアンス規定については、日本ライオンズ会則委員会で作

成された規定案に沿って３３１複合地区に合うように改定して作成されたものを制定

し、同規定を２０２６年７月１日から施行することにつき、３３１複合地区年次大会で決

議をいただく予定であります。 
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◆国際大会・国際協調・ＬＣＩＦ委員会 委員長 Ｌ石田 健太郎 

国際大会について、香港大会への登録者が 3月 5日時点で、331MDで 79

人、331-B地区で 43名となっています。パレードは残念ながら今回はござい

ません。 

LCIFについて、チャリティボウリング大会ですが、23クラブ 163名に参加

していただきました。上位 10名他 27名に賞品を用意させていただきまし

た。決勝大会には 10名が要請され、10名が参加し合計 42名で決勝大会をい

たしました。参加していただいたライオンの皆様ありがとうございました。 

◆献血・献眼・薬物防止委員会   委員長 Ｌ齋藤 修嗣 

献血 250万 mlの報告ですが、櫻井コーディネーターから報告があった通

り、あと 40万 ml弱となりましたので、引き続きよろしくお願いいたしま

す。中古眼鏡も 2,330個以上集まっています。ご協力ありがとうございまし

た。 

◆レオ青少年委員会   委員長 Ｌ藤井 芳和 

 ＯＳＥＡＬレオフォーラム 2025 大阪に参加いたしましたので、参加されたＬ佐藤副

委員長から報告致します。 

11月 6～9日、帯広レオクラブ 4名と参加しました。400名近くのレオが参加し、Ｏ

ＳＥＡＬレオが企画・立案し日本のレオがフォローし執行する、バックアップをライオン

が行うという理想的な関係を見ることが出来ました。参加した帯広レオクラブも、他の

地域のレオクラブと国際交流が出来、共に行動出来たことはとても良い経験になりま

した。 
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◆ＹＣＥ委員会                           委員長 Ｌ小野寺 一史 

 

YCE委員会からは 2026夏期 YCE事業について 3月 9日現在の状況は別紙（参

考資料）のとおりとなっており、受入ホストファミリーの発掘にたいへん苦慮しておりま

すが、おかげさまで全ての受け入れ先が決まりましたのでご報告いたします。 

引き続き各リジョンの YCE 担当委員を先頭に働きかけを強化するとともに、キャビ

ネット役員の皆様方にも今後ますますのご理解ご協力をお願いいたします。 

1.来日生について 

 12 月末現在、MD331 地区には、スイス 3 名、スペイン 4 名、フィンランド 4 名、

ハンガリー1名、フランス 2名、計 14名の受け入れ要請があります。（ＭＤ最大 15

名の受入、Ａ、Ｂ、Ｃ各地区 5名の受入確保）したがって、昨年同様 B地区で 5名

の受入で、スイス 3 名（幕別、北見中央）（中標津）（標茶）ハンガリー1 名（標茶、

北見白樺）チェコ 1名（留萌、羽幌）となりました。ご協力ありがとうございました。  

2.派遣生募集について 

 3 月末現在 331-B 地区から、釧路みなとＬＣ（スイス）、士別ＬＣ（フランス）、網走

ＬＣ（スペイン）、上富良野 LC（スペイン）の 4 クラブから 4 名の派遣を予定して

おります。 

3. 2026夏期 YCE事業日程について 

 （1）第 1ファミリーステイ  ：2026年 7月 11日（土）～7月 18日（土）まで 

 （2）YCE サマーキャンプ開催期間 ：2026 年 7 月 18 日（土）～7 月 23 日（木） 

開催場所 ：JICA札幌（AC完備宿泊研修施設） 

 （3）第 2ファミリーステイ  ：2026年 7月 23日（木）～8月 1日（土）まで 

 

◆M・ＩＴ委員会                           副委員長 Ｌ馬場 英樹 

 

当委員会で作成いたしますエコー誌は、8月、10月、12月、2月号と発行を終

え、現在 4月号は 4月 16日着をめざして準備しています。最後の 6月号も、各クラ

ブの活動報告、キャビネット行事など、明るく楽しく掲載させて頂きますので、ご協力

をよろしくお願いいたします。 

あと、年次大会のガバナーズアワードの一つに情報活動賞（例会会報誌等）がご

ざいまして、会報誌の審査を行いました。ご協力頂いたクラブの皆様ありがとうござい

ました。引き続き最後までご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 
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◆オセアルフォーラム特別委員会   委員長 Ｌ杉本 隆英 

オセアルフォーラム札幌の最終決算報告は、別紙配布の資料をご覧ください。赤

字ではないようなので追加徴収はありません。また、監査がまだのようですので、決

算書、監査報告書がキャビネットに届きましたら、全クラブに発信になると思いますの

で、もうしばらくお待ちください。 

あと、次回オセアルフォーラムは、2026年 11月 12-15日マレーシア・ペナンで

す。多数のご参加のほどよろしくお願いいたします。 

◆平和ポスターコンテスト委員会 委員長 Ｌ吉岡 幸二 

平和ポスター委員会のご報告申し上げます。89 枚のポスターが集まり、最優秀賞

1 点、優秀賞 5 点、佳作 10 点の選考をし、受賞された作品には表彰状と参加賞等

をお送りいたしました。 応募された作品は、年次大会の晩餐会会場で全ての作品

を掲示し、合わせて受賞の発表をしたいと思います。 

◆アラート委員会   委員長 Ｌ浅野 敬一 

本年度も、アラート委員会に対するご支援ありがとうございました。 

３年間の任期を無事務めあげられましたのも、会員皆様のご協力のおかげと感謝

申し上げます。社会福祉協議会との協定も、この３年間で順調に進捗いたしました。 

アラート委員会は、災害発生時に被災者の速やかなる支援を最大の使命としてお

ります。 

今までも繰り返し申し上げておりますが、世界中、また日本国内におきましても、

いつどこで起こるか予測不可能な甚大な災害時に、我々ライオンズクラブとしてどん

な支援ができるのか被災地が何を求めているのかを正確に判断をして、支援活動を

おこなって行かなければなりません。 

２月１１日に帯広市におきまして、災害ボランティア設置運営に関する研修会が行

われました。非常に有意義な研修会でした。このような研修会が各地で行われてお

ります。各ライオンズクラブに置かれましても積極的に参加していただきたいと思いま

す。本日の時点では終わっておりますが、大阪でアラートフォーラムが行われまし

た。約 800名以上の登録で 331B地区から５名 331A地区から５名の参加をいただ

きました。 
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◆公益財団法人日本ライオンズ特別委員会   委員長 Ｌ柳澤 豊 

公益財団法人日本ライオンズにこれまで、ご寄付頂きました 331-B地区内会員の

皆様、ご理解とご支援誠にありがとうございました。 

現在、3月末で 12 クラブ 247名、金額¥537,000を賜りました。 

日本ライオンズの事業内容等についても、フットサル大会の記念誌が全クラブに

配布されたりと、徐々に 331-B地区内に浸透してきていると思います。 

ＬＣＩＦの地区目標が達成いたしましたので、（公財）日本ライオンズへ一人 1 口

2,000円寄付の更なる理解とご協力を、今後共どうぞよろしくお願い申し上げます。 

◆地区名誉顧問会 委員長 Ｌ中谷 宣巨 

特になし

15. 質疑及びその他

特になし 

以上をもってすべての議事が終了したので、議長は閉会を宣言した。 

16.閉会宣言並びに閉会ゴング 地区ガバナー Ｌ大島 尚久 
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２０２５－２０２６年度 ライオンズクラブ国際協会 331-B地区 

 

第四回キャビネット会議議事録について、確認の上承認します。 

 

２０２６年 ４月１７日 

 

 

議 長 地区ガバナー    Ｌ．大島 尚久 

 

 

議事録作成  運営委員長     Ｌ．大森 一道 

 

 

議事録署名人 キャビネット幹事  Ｌ．木村 宏幸【押印省略】 

 

 

議事録署名人 キャビネット会計  Ｌ．大津 幸三【押印省略】 
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